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１ 点検・評価制度の概要 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律には、教育委員会はその権限に属する事務の管理

及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会

に提出するとともに、公表することが規定されています。（平成 20年４月１日施行） 

 

【参考】地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

 （教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第 26条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び

評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しな

ければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者

の知見の活用を図るものとする。 

 

 

２ 点検・評価の実施 

二戸市教育委員会では、平成 28年度に策定した二戸市教育振興基本計画（平成 28年度～平

成 32年度）に掲載されている主要事業の施策区分別に、令和元年度における取組状況について、

点検及び評価を行いました。 

評価は、それぞれが分野の目的に沿った取り組みができているかどうかについて、担当課に

よる自己評価（一次評価）を行い、その内容について学識経験を有する者の知見を活用（二次

評価）して行います。 

 

（１）点検・評価する内容 

①令和元年度二戸市教育委員会の運営状況（活動内容） 

②二戸市教育振興基本計画に基づき令和元年度に実施した主な事業の取組実績 

 

（２）議会への報告 

  二戸市議会９月定例会へ報告書を提出します。 

 

（３）市民への公表 

  市民への公表は、市議会へ報告後、教育委員会ホームページへの掲載により行います。 

 

【二戸市教育行政に関する点検及び評価等検証委員会委員】 （敬称略、順不同） 

氏  名 委 員 の 区 分 

吉 田 昭 子  二 戸 市 学 校 評 議 員  

樋 口 敬 造  二 戸 市 社 会 教 育 委 員  

黒 澤 一 史  二 戸 市 文 化 財 調 査 委 員  

小保内   悟  教育全般に学識経験を有する者  

 

第１ 教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価 



 

１ 二戸市教育委員会の組織 

  教育委員会は、二戸市立の小学校・中学校、図書館などの教育機関の設置、管理及び学校

教育、社会教育、文化、スポーツ等に関する事務を担当する行政機関であり、市長が市議会

の同意を得て任命した教育長と４名の委員で構成されています。 

教育長の任期は３年、委員の任期は４年で、再任も認められています。 

教育長は、会務を総理し、教育委員会を代表します。また、教育委員会の権限に属する事

務を処理するために、教育委員会に事務局が置かれています。 

 

 【二戸市教育委員会教育長及び委員】（令和２年３月 31日現在） 

職  名 氏  名 職  歴  等 

教育長 鳩 岡 矩 雄  元 高 等 学 校 長  

委員（教育長職務代理者） 槻 舘 行 男  元 小 学 校 長  

委員 菅 原 ゆかり  会 社 役 員  

委員 佐々木 千 穂  自 営 業  

委員 荒 谷 直 大   農 業  

 

２ 教育委員会の活動 

  教育行政の基本的な方針の決定や、諸課題の解決等の重要案件について審議し、諸事項に

ついての意見・情報交換を行うため、毎月、教育委員会定例会を開催するとともに、急を要

する案件を処理するため、教育委員会臨時会を開催し、教育行政の適正な運営に努めました。 

また、市長と教育委員会が教育施策の方向性を共有し、一致して執行に当たるための協議・

調整の場として、総合教育会議を開催しています。 

 

（１）会議の開催回数 

■ 定例会   12回  

■ 臨時会    2回  

□ 総 計  14回  

 

（２）議決の状況 

■ 教育委員会規則・規程等の制定・改廃 6件 

■ 教育機関の長・その他機関等の長の人事 4件 

■ 協議会・審議会委員等の任命・委嘱 12件 

■ 市議会定例会提出議案への同意 6件 

第２ 教育委員会の組織と活動 



■ 教科書採択 2件 

■ その他 4件 

□ 総 計 34件 

 

（３）会議等開催内容 

会議名 月日 内   容 

第４回 4.23 一般報告 

定例会  議案第１号 二戸市社会教育委員の人事について 

  議案第２号 二戸市立公民館運営審議会委員の人事について 

  議案第３号 二戸市立図書館協議会委員の人事について 

  議案第４号 二戸市立文化財調査委員の人事について 

  議案第５号 二戸市スポーツ推進審議会委員の人事について 

  議案第６号 二戸市立歴史民俗資料館運営委員会委員の人事について 

  議案第７号 二戸市シビックセンター運営協議会委員の人事について 

  議案第８号 二戸市芸術文化振興懇話会委員の人事について 

  議案第９号 市議会臨時会提出議案への同意について 

(１)専決処分の承認を求めることについて（平成 30 年度二戸

市一般会計補正予算(第７号)） 

  報告第１号 二戸市教育委員会の後援・共催等について 

第５回 5.27 一般報告 

定例会  議案第１号 二戸市社会教育委員の委嘱について 

  議案第２号 二戸市立公民館運営審議会委員の委嘱ついて 

  議案第３号 二戸市立図書館協議会委員の委嘱について 

  議案第４号 二戸市学校給食センター運営委員会委員の委嘱について 

  議案第５号 市議会定例会提出議案への同意について 

(１)損害賠償の額の決定及び和解について 

(２)令和元年度二戸市一般会計補正予算(第２号) 

  報告第１号 二戸市教育委員会の後援・共催等について 

  報告第２号 小中学校冷房設備設置工事の契約締結について 

第６回 6.26 一般報告 

定例会  報告第１号 二戸市教育委員会の後援・共催について 

第７回 7.26 一般報告 

定例会  議案第１号 二戸市教育委員会安全衛生管理規程の一部を改正する訓令 

  議案第２号 令和２年度使用小学校教科用図書の採択について 

  議案第３号 令和２年度使用中学校教科用図書の採択について 

  報告第１号 二戸市教育委員会の後援・共催について 

第８回 8.28 一般報告 

定例会  議案第１号 教育に関する事務の管理及び執行状況に関する点検及び評価

について 

報告第１号 二戸市教育委員会の後援・共催について 

 



会議名 月日 内   容 

第９回 9.30 一般報告 

定例会  議案第１号 臨時専決処理に関し承認を求めることについて 

      (１)令和元年度二戸市一般会計補正予算（第４号） 

  報告第１号 二戸市教育委員会の後援・共催について 

第 10 回 10.28 一般報告 

定例会  報告第１号 二戸市教育委員会の後援・共催について 

第 11 回 11.27 一般報告 

定例会  議案第１号 臨時専決処理に関し承認を求めることについて 

      (１)教育財産の用途廃止について 

  議案第２号 二戸市教育委員会表彰の受賞者について 

  議案第３号 市議会提出議案への同意について 

(１)令和元年度二戸市一般会計補正予算（第６号） 

  報告第１号 二戸市教育委員会の後援・共催について 

第 12 回 12.26 一般報告 

定例会  議案第１号 臨時専決処理に関し承認を求めることについて 

（１)令和元年度二戸市一般会計補正予算（第７号） 

  報告第１号 二戸市教育委員会の後援・共催について 

第１回 1.31 一般報告 

定例会  報告第１号 二戸市教育委員会の後援・共催について 

第２回 2.13 一般報告 

定例会  議案第１号 令和２年度教育施政方針要旨について 

  議案第２号 市議会定例会提出議案への同意について 

(１)令和元年度二戸市一般会計補正予算(第８号) 

(２)令和２年度二戸市一般会計当初予算 

  報告第１号 二戸市教育委員会の後援・共催について 

第１回 2.28 議席の決定 

臨時会  議案第１号 教育機関の長の人事について 

第２回 3.19 議案第１号 課長等の人事について 

臨時会  議案第２号 教育機関の長の人事について 

  議案第３号 その他の教育機関の長の人事について 

第３回 3.23 一般報告 

定例会  議案第１号 二戸市立学校職員の勤務時間等に関する規則の一部を改正す

る規則 

  議案第２号 二戸市教育委員会処務規程の一部を改正する訓令 

  議案第３号 二戸市社会教育指導員の設置等に関する規則の一部を改正す

る規則 

  議案第４号 二戸市立学校施設の開放に関する規則の一部を改正する規則 

  議案第５号 二戸市史編さんに関する規則の一部を改正する規則 

  報告第１号 二戸市教育委員会の後援・共催等について 

 

 



（４）総合教育会議の開催内容 

■ 開  催  １回 （10月 28日） 

■ 審議内容  今年度及び今後の主な教育事業等について 

 

（５）教育委員会の会議以外の活動状況 

■ 教育長による学校訪問を行い、学校現場の実態把握のため校長等職員と情報・意見

交換を実施しました。 

■ 市民に学校を公開する日や学校公開研究会などを視察しました。また、学校の式典 

（入学式）や行事（運動会・学習発表会等）へ参加し、児童・生徒を激励するととも

に、保護者・地域住民の様子を含めた学校全体の状況把握と情報収集を行いました。 

 なお、コロナウイルス感染症の影響により、３月初旬から春休み前まで臨時休校の

措置を取ることとなり、感染予防のため市内小中学校の卒業式への出席を見合わせる

など異例の対応となりました。 

■ 岩手県市町村教育委員協議会委員研修会、東北六県市町村教育委員会連合会教育委 

員・教育長研修会などに参加し、教育課題の把握及び分析、委員としての資質向上に 

努めました。 

■ 定例会等の会議に付議すべき議案の事前説明やその他協議を要するものについて、 

教育委員会協議会を開催し、研究と審議を深めました。 

 



  

 

１ 点検・評価制度の基準 

Ａ： 令和元年度に実施するものとした計画を、予定どおり完了した。 

 数値目標に対し、『100％以上』の実績となった。 

Ｂ： 令和元年度に実施するものとした計画を、概ね達成できた。 

 数値目標に対し、『80％以上 100％未満』の実績となった。 

Ｃ： 令和元年度に実施するものとした計画に、やや遅れがある。 

 数値目標に対し、『60％以上 80％未満』の実績となった。 

Ｄ： 令和元年度に実施するものとした計画に、かなり遅れがある。 

 数値目標に対し、『60％未満』の実績となった。 

 

２ 二戸市教育振興基本計画の施策体系 

基本理念・基本目標  学びの広がるまちづくり、未来を拓く人づくり 

分野１ 生涯学習の充実 

施策（１）広がりと深まりのある生涯学習の推進 

項目① 多様なメディアを活用した生涯学習情報の発信 

② 市民の「学び直し」など生涯学習活動の支援 

③ 学習成果の活用 

分野２ 学校教育の充実 

施策（１）学力向上対策の推進 

項目① 学力と創造性を伸ばす教育の推進 

施策（２）豊かな心を育む教育の充実 

項目① 豊かな人間性の育成とよい人間関係づくり 

② 生徒指導の充実 

③ 郷土教育の推進 

④ 社会の変化に対応した多様な教育の推進 

施策（３）健康・安全教育の推進 

項目① 健康・安全教育の充実 

② 学校給食の充実 

施策（４）幼児教育・特別支援教育等の充実 

項目① 幼児教育の支援と連携 

② 特別支援教育の充実 

③ 高等学校教育への要請 

第３ 二戸市教育振興基本計画に基づき令和元年度に実施した主な 

事業の取組実績 

評価について 



施策（５）教育環境の整備・充実 

項目① 学習環境の充実 

② 学校施設整備の推進 

分野３ 社会教育の充実 

施策（１）教育振興運動を基盤とした教育力の向上 

項目① 教育振興運動の推進 

② 体験的・交流的活動の提供 

③ 社会教育施設を拠点とした市民が行う学習活動の支援 

④ 指導体制の充実 

施策（２）社会教育施設の環境整備 

項目① 公民館の整備 

② 図書館の整備 

分野４ 芸術文化の振興 

施策（１）芸術文化の振興 

項目① 芸術文化団体・郷土芸能保存団体への活動支援 

② 芸術鑑賞等文化事業の充実 

③ 文化施設の整備・充実 

施策（２）文化財の保護と活用 

項目① 天台寺本堂・仁王門保存修理事業の促進 

② 史跡九戸城跡の保護と活用 

③ その他文化財の保護と活用 

施策（３）郷土への誇りと愛着を深める地域文化の継承 

項目① 歴史民俗資料の収集と研究の推進 

② 歴史民俗資料館整備方針の検討 

③ 市史編さん事業の推進 

分野５ スポーツの推進 

施策（１）ライフステージに応じたスポーツ活動の推進 

項目① 生涯にわたるスポーツの推進 

② 地域のスポーツ環境の整備 

③ スポーツを通した健康づくりの推進 

④ スポーツ施設の整備・充実 

施策（２）競技力向上に向けた選手の育成と指導者の養成 

項目① 選手の育成・強化と競技力の向上 

② トップアスリートにふれる機会の創出 

③ スポーツ指導者等の養成・研修 



３　事業の点検・評価

分野１　生涯学習の充実

施策

項目

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ｂ　】

　高齢者のための講演会　100人 [今後の方向性等]

　読み聞かせ基礎講座　延べ36人

　読み聞かせ講座　　親子284人

【生涯学習課】

項目

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ｂ　】

[今後の方向性等]

【数値目標】 【数値目標の実績】

二戸校利用者数(人) 二戸校利用者数(人)
　H28：延べ 60 　R１：延べ72 (対H28目標120%)
　H32：延べ 80  　　　　   　(対H32目標90%)

【生涯学習課】

項目

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ｃ　】

[今後の方向性等]

【生涯学習課】

（１）広がりと深まりのある生涯学習の推進

　①多様なメディアを活用した生涯学習情報の発信

生涯学習の
普及啓発

市民が積極的に
生涯学習に取り
組めるよう、情
報収集・提供し
普及啓発し実践
につなげる

・広報にのへやホームページ、コミュニティ
ＦＭを活用した情報提供を行うとともに、講
座等の開催により実践的な学びを深めること
につながった。

・情報提供の機会としてホームページやコ
ミュニティＦＭの活用を推進する。内容の充
実を図り、市民の積極的な学習意欲の醸成に
努める。

　③学習成果の活用

ホームペー
ジ等による
指導者情報
の提供

市民の社会貢献
意欲を後押しす
るため、社会教
育活動で学んだ
成果や、自らが
社会で学んでき
た知識・経験を
生かすことがで
きる仕組みを構
築する

・広報「こしゃーる」欄とホームページ
を活用し、社会教育活動団体等を紹介し
た。

・社会教育団体等の活動と市民とのニーズを
つなぐ仕組みづくりを目指す。

　②市民の「学び直し」など生涯学習活動の支援

放送大学岩
手学習セン
ター二戸校
の周知・環
境整備

放送大学岩手学
習センター二戸
校の周知や利用
環境の整備を図
り、市民が気軽
に立ち寄ること
のできる学習拠
点として活用さ
れることを目指
す

・広報にのへに入学生募集や大学説明会
の案内を２回掲載した他、ホームページ
やコミュニティＦＭにより周知した。

・DVDやCDにおいて視聴できる外国語科
目を多くするように努めた。

・延べ利用者数は昨年度と同水準に留まった
たものの、数値目標を概ね達成することがで
きた。

・学び直しへの意識啓発、周知・啓発を継続
し、認知度の向上に努めるとともに、多様な
科目を配架し、利用者の関心を高めるよう努
める。

・社会教育団体の活動紹介や、成果の公開は
広報「こしゃーる」欄を活用し、情報発信に
努めた。各種サークル指導者の高齢化等によ
り、後継者育成に繋がらなかった。

・広報にのへやホームページ、コミュニ
ティＦＭを活用した情報提供

・生活に必要な知識や技能の習得、教養
を身につけたりする学習機会の提供



分野２　学校教育の充実

施策

項目

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

◎評価　【　Ｂ　】

２ 授業力向上研修　[　継続　]
・R１.10.11　数学科授業力向上研修
参加者：福岡中学校第１学年22人

・R２.１.28　小学校外国語活動授業力
向上研修
参加者：福岡小学校第５学年43人

・R２.1.９　学力向上講演会
参加者：福岡中学校116人

３ 学力向上推進実践校指定[　継続　]
・石切所小学校へ学習支援員を１名配置
し、主に算数科の授業で複数による指導
を展開した。

[今後の方向性等]

【数値目標】 【数値目標の実績】

1 全国学調算数･数学正答率
（国を100とみた場合）

1 全国学調算数･数学正答率
（国を100とみた場合）　H28　小６：100   H32　小６：101 　R１  小６： 104 (対H28目標 104%)
　　　　　　 　　 (対H32目標 103%)

　　   中３：100　      中３：101 　　　 中３：  84 (対H28目標  84%)
　　　　　　   　 (対H32目標  83%)

2 県学調国語正答率
（県を100とみた場合）

2 県学調国語正答率
（県を100とみた場合）　H28　小５：100   H32　小５：101 　R１  小５：107 (対H28目標 107%)
　　　　　　 　　(対H32目標 106%)

　 　  中１：100　 　   中１：101 　 　　中１： 96 (対H28目標 96%)
　　　　　　   　(対H32目標 95%)

　 　  中２：100　 　   中２：101 　 　　中２： 98 (対H28目標 98%)
　　　　　　　   (対H32目標 97%)

【教育企画課】

１ 算数・数学
・算数の平均正答率は,全国学調、県学調と
もに全国・県平均を上回った。特に、県学調
では県平均を大きく上回っており、全国や県
平均並の結果を維持している。

３ 他教科
・県学調では概ね県平均並以上の結果とな
り、現状を維持している。特に理科は、小学
校、中学校ともに、県平均を大きく上回って
いる。

４ 研究授業訪問・学力向上ヒアリング
[　新規　]
・研究授業訪問は８校13授業を訪問
・学力向上ヒアリングはR２.１.７～９
に実施

・数学の平均正答率は、全国学調で全国平均
を大きく下回ったが、県学調は県平均を上
回っている。中学３年生については、各校が
事後指導に力を入れて指導した。また、無解
答の割合は大きく低下していることから、授
業改善に向けた取組の成果が表れ始めてい
る。

２ 国語
・小学校の平均正答率は、全国学調、県学調
ともに、全国平均・県平均を大きく上回って
おり、授業改善の成果が表れてきている。
・中学校の平均正答率は、全国学調では全国
平均並みだった。県学調ではわずかに県を下
回ったが、概ね県平均並みを維持している。

学力向上推
進事業
（東京学芸
大学連携事
業を含む）

授業力向上のた
めの教員研修と
学力向上のため
の授業実践の充
実に努め、児童
生徒の学力向上
を図る

１ 派遣研修　[　継続　]
・学力向上先進地視察研修（小学校教諭
７人、中学校教諭３人派遣）
・理科研修（中学校教諭1人派遣）
・３年目研修（小学校教諭４人、中学校
教諭１人派遣）

（１）学力向上対策の推進

　①学力と創造性を伸ばす教育の推進

５　公開講座  [　継続　]
・教員の研修ニーズに応えるため、
　講座１「発達障がいの理解と対応」
　講座２「教科から広げるプログラミン
グ教育　～音楽・図工・理科を横断しな
がら～」の２講座を開設した。

・現在の学力の状態を維持するために、これ
までの取組を継続する。
・中学１年生を対象に４月に実施する新入生
学調の結果が芳しくない。連続性を持たせた
指導、これまでに身に付けてきた力をうまく
引き出す指導等を展開するために、小中連携
を中心に据えた授業改善の取組を継続して展
開していく。



分野２　学校教育の充実

施策

項目

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

[今後の方向性等]

【教育企画課】

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

・教育相談員学校訪問（定期）２回

・相談件数　31件

[今後の方向性等]

【教育企画課】

項目

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ｂ　】

[今後の方向性等]

【数値目標】 【数値目標の実績】

不登校児童生徒の割合(％) 不登校児童生徒の割合(％)
小　H28：0.26 小　R１：0.26 (対H28目標 100%)
 　 H32：0.19 　　　　　    (対H32目標 63%)
中　H28：2.20 中　R１：2.53 (対H28目標 85%)

【教育企画課】 　　H32：1.80 　　　　　    (対H32目標 59%)

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

[今後の方向性等]

【教育企画課】

不登校児童
生徒へのき
め細やかな
指導

一人ひとりに寄
り添った相談・
支援体制の充実
を図る

いじめ問題
に対する確
実な取組

未然防止・早期
発見、早期の組
織的な対応の取
組を継続する

・市内の児童生徒のいじめの実態を把握する
ことができた。各学校でいじめ防止基本方針
の見直しを行ったり、いじめに関する校内研
修を行ったりすることで、「いじめ」の定義
や対応についての理解が浸透することにつな
がった。

・いじめの認知や学校の対応についての校内
研修を実施することで、各学校の組織的対応
力を高めていく。

・学校生活アンケートの実施（６月）

・校長会議での早期対応の助言

・教員やスクールカウンセラー等による
各学期1回以上の教育相談の実施

・学校訪問を通して、不適応児童生徒及び心
配される児童生徒への対応について助言を行
うことができた。
　各学校で行われる適応支援会議において、
各学校の取組の在り方について助言を行うこ
とができた。

・各校と緊密に連携を図り、不適応児童生徒
への継続した対応について助言する。児童生
徒のわずかな変化を見逃さない体制づくりを
支援していく。

・子育て支援課や児童相談所との情報共
有
・不適応状況報告をもとにした学校の対
応への指導・助言
・不登校児童生徒を抱える学校への訪問
・適応指導教室「おあしす」の運営
・不登校児童生徒数（R1）
　小：３人、中：16人

教育相談の
充実

教育相談・支援
体制を充実し、
子どもたちが安
心して学習し、
学校生活を送る
ことができるこ
とを目指す

・欠席がちな児童生徒やその担任、保護者か
らの相談に対応したことで、不登校が長期化
するのを防ぐことができた。・各校に適応指導教室のチラシを配布

し、適応指導教室「おあしす」の周知を
図った。

・学校との連携を図り、情報共有に努め、教
育相談を通して、不適応児童生徒の不安や悩
みを解消していく。

　②生徒指導の充実

道徳教育の
充実

道徳教育につい
て教員の指導力
の向上を図り、
他人を思いやり
良好な人間関係
を築くことがで
きる子どもを育
てる

・道徳授業パワーアップセミナー
 （小学校教諭２名派遣）

・教科として実施されるようになった道徳に
ついて、各校の授業改善の取組を支援してい
く。

・道徳授業パワーアップセミナー研修
 （R２.１.９ 福岡中学校）
  参加者116人
※兼二戸市学校教育研究会学力向上講演
会

・道徳授業パワーアップセミナーへの派遣に
より、今後の道徳教育の在り方について理解
を深めた。
　また、道徳授業パワーアップセミナー研修
会（学力向上講演会）では、市内全ての先生
方が、「特別の教科道徳」の指導と評価の在
り方を学ぶ機会となった。

（２）豊かな心を育む教育の充実

　①豊かな人間性の育成とよい人間関係づくり



分野２　学校教育の充実

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

・いじめ防止対策委員会の実施（11月）

[今後の方向性等]

【教育企画課】

項目

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ｂ　】

[今後の方向性等]

【教育企画課】

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

[今後の方向性等]

【教育企画課】

項目

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

・Ｈ25研修生を対象に行ったアンケート結果
では、国際的な視野、多様な価値観を身につ
けたことや愛橘博士の学びを通して、進路や
将来の目標設定に役立っているとの回答があ
り、事業の目的が達成されている。

[今後の方向性等]

【教育企画課】

・イギリスでのホームステイや愛橘博士の功
績についての学び、岩手大学の留学生との交
流などを予定どおり実施し、グローバルな視
野を身に付ける機会を持たせることができ
た。

国際理解教
育の推進

異なる文化や伝
統を理解し、国
際社会の発展に
貢献できる児童
生徒を育成する

・中高生海外派遣研修事業として、中学
生10人、高校生４人の計14人を海外に派
遣し、国際感覚豊かな人材の育成を図っ
た。

　参加者：中学２年生10人、高校生４人
　日　程：R２.１.５～12
　場　所：イギリス・グラスゴー

・中学生異文化交流研修事業として、中
学生と岩手大学の外国人留学生との交流
を通じて、異文化の理解を深めた。

　参加者：中学１・２年生17人
　日　程：R１.７.６
　場　所：国立岩手県青少年交流の家

・研修生や引率者の感想や意見を踏まえなが
ら、研修内容を見直し、充実を図る。

小学校副読
本の充実及
び活用

・副読本「わたしたちの二戸市」を活用
することで、地域への関心を高め、資料
を活用する力の育成を図った。

・小学校３・４年生の社会科授業の副読本と
して、二戸市の地形、農業・商業・工業、公
共施設等について、学習での活用を進めるこ
とができた。

・令和２年度は社会科副読本「わたしたちの
二戸市」の一部改訂を進める。
・授業での活用を促すために、副読本活用事
例の紹介を行う。

　④社会の変化に対応した多様な教育の推進

各関係機関
との情報共
有体制の構
築及び連携
の充実

関係機関と連携
し、児童生徒や
家庭、学校への
支援の充実に努
める

・「学校生活アンケート」結果を基に、市内
の児童生徒のいじめの状況を関係機関で共有
するとともに、重大事態発生時の対応を確認
することができた。

・関係機関と連携を図りながら、いじめの早
期発見や早期対応に努めていく。

　③郷土教育の推進

郷土教育の
推進

二戸市の先人、
自然、歴史・文
化等の学習を通
し、郷土に対す
る理解を深め、
愛着心や誇りを
育てるととも
に、次代を担う
人材の育成を目
指す

・副読本「二戸市の先人たち」を小学校
６年生へ配付し、活用事例を紹介をする
など、その活用を促した。

・学習発表会や授業など、地域素材を活用し
た実践について、各校に利用を促すことがで
きた。

・地域素材を活用した地域学習の推進
と、それに関わる情報提供をした。

・副読本「二戸市の先人たち」については、
今まで６年生からの配付だったが、５年生か
ら配付し、２年間かけて全員が「一度は内容
全てを読んだことがある」という状況にする
ことを目標に取組を進める。



分野２　学校教育の充実

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

・体験的な学習の充実に向けた支援

[今後の方向性等]

【教育企画課】

施策

項目

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ｂ　】

[今後の方向性等]

【数値目標】 【数値目標の実績】
肥満傾向児童生徒の割合(％) 肥満傾向児童生徒の割合(％)
小4　H28：11.0 小4　R１：17.0 (対H28目標 45%)
 　  H32：10.5 　　　　　     (対H32目標 38%)
中1　H28：17.6 中1　R１：12.3 (対H28目標 130%)

【教育企画課】 　　 H32：15.4 　　　　       (対H32目標 120%)

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

・スクールガードによる地域の見守りを
実施した。

[今後の方向性等]

【教育企画課】

安全教育の
推進

児童生徒の安全
安心な学校生活
の確保と安全教
育の推進

・各学校で交通安全教室を開催し、児童
生徒に対し交通ルールや自転車の安全運
転の指導を行った。

・児童生徒が安全・安心な学校生活を送れる
よう、地域と一体となった取組を予定どおり
実施し、安全教育の推進につながった。

　①健康・安全教育の充実

学校保健の
推進

児童生徒が健康
で明るい学校生
活を送れるよ
う、全ての児童
生徒・保護者
が、健康や食
事、学校保健衛
生の改善向上に
関心を持ち、健
康的な生活習慣
や運動習慣を身
に付ける

・疾病の早期発見、早期治療のため、内
科検診、歯科検診、尿検査等を実施し
た。

・学校環境衛生検査を実施し、学校環境
の把握と環境の改善・整備に努めた。

・学校保健会等への補助を実施し、学校
と医療機関、行政が連携し、健康に関す
る指導方法の協議や研究大会を開催し
た。

・全国で発生した通学時の事件・事故を受け
て、市内小中学校の通学路の点検を実施し
た。

・継続して取り組むことで、児童生徒に交通
安全についての意識の定着を促す。通学路の
安全確保のため地域との連携を図る。

・医療機関等と連携し、地域全体で児童生徒
の健康を維持・増進するための取組を実施し
た。また、肥満対策についても、学校・医療
機関・保護者等が一体となり対策を推進し
た。
・肥満傾向児童生徒の割合は、前年に比べ、
小学校4年生が大きく増加したが、中学校１
年生が減少し、概ね数値目標を達成すること
ができた。

・登下校安全プログラムによる防犯の観
点による通学路の点検を実施した。

・通学路の安全対策は、関係機関と連携し危
険箇所の解消に向けて、順次取組を進めてい
る。

・二戸市通学路交通安全プログラムにつ
いて、対策箇所の解消に向け点検、確認
を行った。また、保護者に対し満足度調
査を実施し、対策箇所に関して実態を把
握した。

・肥満対策については、二戸地区学校医
連絡協議会において、医療機関・学校・
各教育委員会、保健師、栄養士により構
成する小委員会を設け、分析とその対応
について二戸地区全体で研究を行った。

・学校と医療機関等との連携を密にして、地
域全体で健康教育の推進に努める。
・肥満対策は、学校、医療機関、保護者等
が、改善に向けて取り組むことが必要である
ことから、学校における児童生徒への教育、
各種検診を進めるほか、研究大会などの場を
通じて、保護者への健康教育を推進する。

キャリア教
育の推進

子ども一人ひと
りが主体的に自
己の進路を選
択、決定できる
能力やしっかり
とした勤労観・
職業観を身に付
け、社会の一員
として自立する
力を養う

・各校のキャリア教育全体計画の提出と
全体計画の見直しの支援

・各校のキャリア教育の実施状況を把握し、
事前事後の研修の充実を図るよう助言した。
・全ての中学校で職場体験２日以上、事後指
導を５時間以上実施するなど、県の目標は達
成し、体験的な学習の質的向上を図ることが
できた。

・今後も、中学校の職場体験２日以上と、事
後指導５時間以上の確実な実施に向けた働き
かけに努める。

（３）健康・安全教育の推進



分野２　学校教育の充実

項目

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

・H29年度は48回、H30年度は59回、R１年度
は73回と食に関する指導の回数を増やすこと
により、子供たちや保護者に正しい食事の知
識や習慣性が浸透してきている。
　また、内容も教材を使って様々工夫し、体
験的に学べる学習方法を取り入れるなどした
結果、学校等の事後アンケートでは、頑張っ
て食べるようになったとか食べ残しが減っ
た、食習慣に改善が見られたなど年々効果が
表れ、高い評価を得ている。

[今後の方向性等]

施策

項目

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

[今後の方向性等]

【教育企画課】

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

[今後の方向性等]

【教育企画課】

幼保小連携
の推進

小学校生活へ円
滑に適応できる
よう、情報共有
と相互理解が図
られる体制を構
築する

・幼保こ小連携推進会議の在り方につい
て協議し、幼児連絡票の様式の吟味等を
行った。

・市内の小学校と保育所・認定こども園
等から各１名以上参加する「幼保こ小連
携研修会」において、認定こども園とも
いきの保育を参観し、協議と情報交換会
を行った。

・幼児連絡表を就学時検診に活用した。

・連携推進会議では、隔年で小学校と保育
所・こども園等の授業を見合うという道筋を
示すことができた。幼児連絡表は、一目で幼
児の情報が分かるように改定し、スムーズな
連携につながった。また、二戸市スタートカ
リキュラムについて、情報提供することがで
きた。

・実際の授業や活動場面の参観を通して「学
びの進め方の違い」についての理解を更に深
め、スタートカリキュラムの改善につなげ
る。

幼児教育へ
の支援

関係部局との連
携を図り、幼児
及びその保護者
に対する相談や
支援を充実する

・認定こども園等で開催される保護者学習会
等があれば、講師派遣を行う。

　②学校給食の充実

食に関する指導
のさらなる充実
を図り、望まし
い食習慣と健全
で豊かな食生活
を実践する力を
習得させる

栄養教諭等
による食に
関する指導

・栄養教諭による食指導の授業を35回、
給食訪問は37回、交流給食会は１回と食
に関する指導を前年以上に実施した。

・毎月家庭に配布する「こんだてのお知
らせ」及び「二戸食(にこしょく)だよ
り」の実地取材を実施し、生産者の取り
組みを紹介するなど地産地消の話題や家
庭における食の正しい知識と習慣の普及
を図った。

・メニューごと、学校ごとの残食の量を
計測し、残食量縮減のための基礎データ
を取得。結果、メニューと残食量の分析
が可能となり、献立作成の参考となっ
た。

・５歳児発達相談へ毎回、職員を派遣
し、保護者向けの幼児教育に関する講座
を担当した。
　
・社会福祉協議会「早期発達相談」への
講師の派遣として、「就学に向けて」の
講義を行った。

【学校給食
 センター】

・職員の講話により、子どもへの関わり方に
ついての理解が深まっただけでなく、保護者
としての自覚を促すことにもつながった。

・早期発達相談の学習会で、就学に向けての
講義を行ったことにより、就学相談につなげ
ることができた。

（４）幼児教育・特別支援教育等の充実

　①幼児教育の支援と連携

・今後も食に関する指導の充実を図るととも
に、「二戸(にこ)食だより」や「こんだての
おしらせ」などにより、生産者の紹介などを
通して地場産品の大切さと地産地消の意義を
学び、食に関する正しい知識と習慣の普及に
努める。



分野２　学校教育の充実

項目

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

[今後の方向性等]

【教育企画課】

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

[今後の方向性等]

【教育企画課】

[　継続　] ◎評価　【　Ｂ　】

[今後の方向性等]

【教育企画課】

項目

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ｂ　】

[今後の方向性等]

【教育企画課】

　③高等学校教育への要請

高等学校教
育の充実と
環境整備の
要請

中学校を卒業し
た児童生徒が能
力や個性を伸ば
せるよう、高等
学校教育の充実
と環境整備を推
進する

・生徒数の減少に伴い、県立高校の再編
が進められているが、生徒の多様化する
進路に応えられるよう、高校再編計画の
パブリックコメントに対して意見書を提
出した。

・県に対して、将来を見据えた進路の選択や
市における高等学校の位置づけ等、福岡工業
高校の存続について伝えることができた。

・地域検討会議等で引き続き、福岡工業高校
の存続を訴えていくとともに、校舎全体の老
朽化が顕著となっている福岡高等学校の校舎
全面改築を要望していく。

特別支援教
育支援員の
配置

特別な支援を要
する児童生徒が
安心して学校生
活を送ることが
できるよう、支
援員を配置し、
支援の充実を図
る

・特別支援教育支援員の学校への配置
　特別支援教育支援員14人を、小学校５
校、中学校２校に配置し、特別な支援を
要する児童生徒に対し、きめ細やかな支
援を行った。

・特別な支援を要する児童生徒への支援の充
実だけでなく、学級全体の円滑な運営にも貢
献することができた。

・適切な支援の実施と円滑な学級運営のため
にも、これまでの取組の継続と適切な配置に
取り組む。

特別支援学
校開設の要
望

望ましい教育環
境を整えるため
に、小中高一貫
の独立した支援
学校の設置を目
指す

・県知事及び県教育委員会に対して、分
教室の現状を説明し、独立した支援学校
の設置を要望した。
・県教育長による小中高分教室現地視察
の機会があり、情報共有を図り、それぞ
れの課題を認識できた。
　(分教室在籍児童生徒数 小学部30人、
中学部4人、高等部14人)

・県に対して独立校の必要性を訴え、一定の
理解を得ることができた。

・引き続き県に対して独立校の設置を要望し
ていく。

特別支援教
育の充実

児童生徒の状況
に応じた学習環
境の整備やきめ
細やかな支援の
在り方の検討を
通して、支援の
充実を図る

・教育支援委員会の開催
　特別な支援を要する児童生徒一人ひと
りについて、望ましい学習環境や支援の
あり方を検討するために年３回開催し
た。（対象者108人）

・個別支援ファイルの作成と活用
　特別な支援を要する就学予定児、児童
生徒を対象に、個別支援ファイルを作成
し、支援計画の立案や引継ぎ資料として
活用を行った。

・専門委員の認定こども園等・学校への
派遣
　教育委員会の職員が市内全ての保育
所、認定こども園、関係施設を訪問し、
就学支援に向けた参観と情報交換を行っ
た。（保育所４か所、こども園４か所、
発達支援センター「風」を訪問）

・児童生徒一人ひとりの状況に応じた適切な
支援を実施するためにこれまでの取組を継続
する。より良い就学支援のために、特別支援
学級担当者から情報を得る機会を設定する。

　②特別支援教育の充実

・就学予定児に対して、関係機関や専門委員
との連携により、早い時期からの相談を実施
したことで、望ましい就学先を決定すること
ができた。

・個別支援ファイルを活用しながら進学先等
に対しての引継ぎを行ったことで、望ましい
対応の継続につながった。

・教育委員会職員の訪問により、スムーズな
就学支援を行うことができた。



分野２　学校教育の充実

施策

項目

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

・要保護及び準要保護児童生徒（248
人）の保護者に対して就学に必要な経費
の一部を援助した。

・年間を通して申請を受付け、必要なと
きに援助を受けられる環境づくりに努め
た。

[今後の方向性等]

・国の制度改正に伴う新たな支給費目の
追加等について規定等の整備を行った。

【教育企画課】

[　継続　] ◎評価　【　Ｂ　】

[今後の方向性等]

【教育企画課】

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

[今後の方向性等]

【教育企画課】

・遠距離通学費補助として、小学校にお
いて通学距離が片道４km、中学校におい
ては片道６km以上の児童生徒で、公共交
通機関を利用して通学している者の保護
者に対して、通学にかかる経費の１／２
を補助した。また、学校統合条件による
補助を行った。

・今後も継続して、通学費補助及びスクール
バスの運行を行う。また、老朽化したスクー
ルバスの更新を随時行う。

・児童生徒を輸送するスクールバスを運
行することによって、遠距離通学児童生
徒の通学手段の確保と、保護者の経済的
負担の軽減を図った。また、老朽化した
浄法寺地区のスクールバス１台を更新し
た。

育英資金貸
与事業

経済的理由によ
り修学が困難な
者に対して、修
学の機会を確保
し、人材を育成
する

・高校等９人、大学等44人、計53人に貸
与した。（うち、R１年度新規貸与生は
高校等４人、大学等13人の計17人）

・地元就職者に対する返還免除は11件で
あった。

・貸付返還金の滞納額は前年度比で減少
しており、滞納の解消に努めた。

遠距離通学
者への支援
の充実

遠隔地から通学
する児童生徒の
保護者に対し、
通学費の一部を
補助すること
で、経済的負担
の軽減を図る

・遠距離通学や学校統合条件の児童生徒の保
護者に対し必要な支援を行い、負担軽減へと
つながった。

・貸与希望者は減少傾向にあるが、貸与事業
を円滑に実施し、修学の機会確保に努めた。
　また、H29年度より創設した返還免除等は
利用者も増え、定住促進に寄与した。

・貸付返還金の滞納額は前年度比で減少して
おり、滞納の解消に向け着実に取り組みを進
めることができた。

就学援助 経済的理由によ
り就学困難と認
められる児童生
徒の保護者に対
し、学用品費等
の各種経費の一
部を補助するこ
とで、保護者の
経済的負担を軽
減するととも
に、教育の機会
均等を確保する

・援助が必要と認められる児童生徒の保護者
に対し適切に援助を行い、経済的負担軽減と
教育の機会均等の確保につながった。

・学校と連携し、保護者へ制度内容の周知を
図りながら、適切に支援を行っていく。

（５）教育環境の整備・充実

　①学習環境の充実

・R１年度新入学児童生徒への学用品費
の入学前支給を実施した。

・貸与希望者に対する円滑な貸与の実施を行
うとともに、返還金の滞納者に対し納付に向
けた働きかけを行っていく。



分野２　学校教育の充実

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

・児童生徒への図書の贈呈として、市内
全小中学生に、希望の図書を贈呈した。
　（小1,146冊、中650冊、計1,796冊）

・全ての児童生徒へ図書贈呈を行うととも
に、学校図書館支援員の配置により学校図書
室の環境を整備した。また、学校図書標準冊
数については、数値目標を達成し、読書意欲
の向上や読書習慣の定着につながった。

・学校図書館支援員（３人）の配置によ
り、各小中学校の巡回訪問を行い、蔵書
の管理、図書室の環境整備の支援等を実
施した。

・小学校５・６年生に「こども新聞」の配布
を行ったことにより、社会への関心が高ま
り、国内外の社会の動きに目を向ける児童が
多くなった。また、新聞記事をきっかけとし
て親子の会話が増えたという声も聞かれた。

[　新規　] [今後の方向性等]

・こども新聞の活用 ・図書の贈呈をきっかけに、読書習慣の定着
につながるよう、図書の種類や支援の内容を
工夫しながら、継続的に事業を推進する。

【数値目標】 【数値目標の実績】

学校図書標準冊数達成校(校) 学校図書標準冊数達成校(校)
小　H28：７ 小　R１：８ (対H28目標 114%)
 　 H32：８ 　　　 　   (対H32目標 100%)
中　H28：４ 中　R１：３ (対目標 100)

【教育企画課】 　　H32：４　（※H30　御返地中統合）

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

・教育用コンピュータ整備事業

[今後の方向性等]

【教育企画課】

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

[今後の方向性等]

【教育企画課】

項目

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

・学校施設の安全確保と長寿命化を図る
ため、次の工事を実施した。

　石切所小学校トイレ改修工事

　　洋便器６基、和便器47基

　→洋便器37基、和便器４基　

・児童生徒等の熱中症予防対策のため、
次の工事実施した。

　小中学校冷房設備設置工事

　　普通教室　　　97室

　　特別教室　　　34室

　　職員室　　　　８室 [今後の方向性等]

【教育企画課】

　②学校施設整備の推進

施設の安全確保
と長寿命化を図
る

・今後も継続的に予算を確保しながら、計画
的な改修に努める。

・石切所小学校トイレ改修工事については、
洋式化を行い、トイレ環境の改善を図った。
改修により市内小中学校のトイレ洋式化率は
69.6％となった。

・小中学校エアコン設置工事については、国
の冷房設備対応臨時特例交付金を活用して、
市内全小中学校の普通教室及び一部の特別教
室に設置し、児童生徒の熱中症予防を図っ
た。また、冷房設備未設置の小中学校の職員
室にも市単独事業として設置し、教職員の職
場環境の改善を図った。

・改修工事等を計画どおりに実施し、児童生
徒の安全かつ快適な学習環境を確保すること
ができた。

小中学校リ
フレッシュ
事業

ＩＣＴ（情
報通信技
術）機器の
整備、情報
教育の推進

社会の情報化の
進展に対応した
情報教育の推進

・小中学校のコンピュータ周辺機器を予定ど
おり更新し、教育環境の向上が図られた。　情報化社会に即した教育を推進するた

め、市内小中学校のコンピュータ周辺機
器を更新した。

小中学校の
適正配置に
向けた取組

二戸市立小中学
校適正配置基本
方針に基づき、
適正な配置を目
指す

・R１年度　御返地中学校統合 ・二戸市立小中学校適正配置基本方針に基づ
き実施済み。

・次期二戸市立小中学校適正配置基本方針の
策定に向けた準備を進める。

・文部科学省より示された「ＧＩＧＡスクー
ル構想」の実現に向け、ネットワーク環境と
ＩＣＴ機器の整備を行うとともに、ＩＣＴ機
器を活用した情報教育の推進を図る。

図書に親し
むまち推進
事業

幼児期から本に
親しむ機会や環
境を整えること
で、読書意欲の
向上及び読書習
慣の定着を図る



分野３　社会教育の充実

施策

項目

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

[今後の方向性等]

・今後も各実践区と連携しながら学びの機会
を提供していく。

【数値目標】 【数値目標の実績】

家庭教育学級開催数(回) 家庭教育学級開催数(回)
　H28：46 　R１：延べ51回　(対H28目標 110%)
　H32：48 　　　　　　　　 (対H32目標 106%)

【生涯学習課】

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

[今後の方向性等]

【生涯学習課】

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

[今後の方向性等]

【生涯学習課】

教育振興運
動集約集会
の開催
（地域学校
協働推進事
業）

地域の教育課題
や解決方法につ
いて共通理解を
図り、教育振興
運動の基本理念
と運動の進め方
について理解を
深める

・実践区の活動状況の発表、意見交流、
教育振興運動の基本理念や全県共通課題
の取り組みについての説明、家庭教育に
関して、現代における親子関係の実態や
変化、子育て等の講演を実施した。市Ｐ
ＴＡ研究大会との合同開催は６年目と
なった。

・実践区の活動成果や課題の共有、教育振興
運動推進の意識の高揚に努めた。現代におけ
る親子関係の実態や変化、子育て等の講演に
より家庭での実践につながる学びの機会を提
供した。また、ＰＴＡ研究大会との合同開催
により関係者との連携が深まり、情報交換や
課題の共有にもつながった。

・子どもを中心に家庭・学校・地域等が連携
を深め子どもの育つよりよい環境づくりに努
めていく。

「家庭教育
の手引き」
の発刊
（地域学校
協働推進事
業）

家庭での学習の
取組み方や望ま
しい生活習慣の
身につけさせ方
について啓発を
図る

・小学校１年生から中学校３年生までの
子どもの発達段階に応じた家庭での家庭
学習、生活、読書など学習環境づくりを
具体的に紹介している手引きで、市内の
全児童生徒の保護者に配布している。

・教育委員会ホームページへの掲載

・「家庭教育の手引き」編集会議開催及
び編集作業

・ホームページに掲載し、活用しやすい環境
を整えている。学習指導要領の改訂に伴う見
直しを行い、学習指導等に対応し家庭での活
用に適した内容づくりに努めた。

・家庭教育での活用につながる内容づくりや
情報提供に努めていく。
・学習指導要領の改訂に対応した「家庭教育
の手引き」を発行・配布する。

各学校にお
ける家庭教
育学級の開
催
（地域学校
協働推進事
業）

家庭・学校・地
域の連携を深
め、家庭・地域
の教育力向上に
努める

・全実践区（全小中学校）において家庭
教育に関する幅広い内容で「家庭教育学
級」を開催した。

・各実践区（各学校）が主体となって家庭教
育に活かせる様々な学びの機会の提供に努
め、教育力の向上につなげることができた。

　①教育振興運動の推進

（１）教育振興運動を基盤とした教育力の向上



分野３　社会教育の充実

項目

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

・槻蔭舎きぼう塾

[　継続　] [今後の方向性等]

・ジュニア槻蔭舎きぼう塾【R２.1.９】

【数値目標】 【数値目標の実績】

槻蔭舎きぼう塾開催数(回) 槻蔭舎きぼう塾開催数(回)
　H28：５ 　※ジュニア槻蔭舎きぼう塾も含む

　H32：５ 　R１：５ (対H28目標 100%)
　　　　  (対H32目標 100%)

【生涯学習課】

・槻蔭舎きぼう塾

〇１回目の「講談で学ぶ九戸政実～日本の古
典芸能にふれる～」は、講談師の神田鯉栄先
生がオリジナル脚本の九戸政実』を講談を通
して学ぶとともに、桂小文治師匠による寄席
教室など古典芸能にもふれる機会となった。

〇２回目の「郷土を知る講座」は、地元よ
りゃんせ金田一のガイドのもと奥州街道の絶
景の一つ蓑ヶ坂を登り、郷土の歴史を学ぶと
ともに生まれ育った地域への愛着心を育む機
会となった。

〇３回目の「郷土史講演」では、南部氏の歴
史や根城の暮らし、櫛引八幡宮や国宝につい
てなどわかりやすい解説で理解を深めること
ができた。

〇４回目の「大学探訪in岩手県立大学」は、
ミニ講義とかつて槻蔭舎きぼう塾に参加した
当市金田一中出身の学生がキャンパスアテン
ダントとして発表。参加者へ大きな刺激と
なった。

　また、主に中学生対象の事業であるが、希
望する保護者や一般市民の参加者を募り、広
く市民への学びの機会の提供に努めた。

　

・ジュニア槻蔭舎きぼう塾
　「体験学習　ジュニア槻蔭舎きぼう塾」
は、主体的な体験学習により子どもの探求心
や知的好奇心を育む機会の提供だけでなく、
グループでの行動による交流など様々な学び
の機会となった。

・郷土の魅力を認識し、自己の成長や生まれ
育った地域の発展に貢献しようとする人材の
育成につながる講座の実施に努めていく。

槻蔭舎きぼ
う塾事業

将来の進路を考
え、大きな志を
持って自己実現
と社会貢献を目
指す青少年の育
成や親子のふれ
あいを深める

【１回目　R１.９.20】
○「講談で学ぶ九戸政実～日本の古典芸
能にふれる～」
内容：講談や落語、太神楽などの古典芸
能の鑑賞
参加者：約800人（一般含む）

【２回目　R１.９.28】
○「郷土を知る講座」
内容：金田一温泉駅から蓑ケ坂、駕籠立
場を目指してのトレッキング
参加者：18人

【３回目　R１.11.２】
○「歴史探訪in八戸　南部氏を知る講
座」
内容：八戸市博物館　滝尻侑貴学芸員に
よる講座
参加者：13人

【４回目　R１.11.30】
○「大学訪問in岩手県立大学」
内容：講義体験、キャンパスアテンダン
トの発表
参加者：31人

　中学生やその保護者を対象とした事業
で、大学訪問や郷土史講演、郷土の先人
への理解を深める講座など４回の講座を
実施。うち、２回はにのへ土曜チャレン
ジ塾のメニューとして参加者を募集し
た。

　小学生を対象とした事業で、東京の国
立科学博物館等での体験学習を実施し
た。

内容：国立科学博物館、江戸東京博物館
等での体験学習
参加者：15人

　②体験的・交流的活動の提供



分野３　社会教育の充実

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

・実施内容：11メニュー
 

[今後の方向性等]

１ 槻蔭舎きぼう塾(蓑ヶ坂ﾄﾚｯｷﾝｸﾞ)

２ 槻蔭舎きぼう塾(南部氏ツアー)

３ 槻蔭舎きぼう塾(大学訪問)

４ ニュースポーツ体験(二戸体育館)
　　全３回実施、延べ69人参加

５ 読書(市立図書館)
　　全３回実施、延べ79人参加

６ 読書(浄法寺ｶｼｵﾍﾟｱｾﾝﾀｰ)
　　全３回実施、延べ65人参加

７ 九戸城跡散策
　　全２回実施、延べ81人参加

８ 自学自習(市役所)
　　全３回実施、延べ128人参加

９ ジュニア料理教室
　　全２回実施、延べ38人参加

10 文化祭鑑賞
　　R１.11.２実施、80人参加

11 環境学習
　　R１.９.28実施、５人参加

【教育企画課】

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

・抽出アンケートで、利用児童が教室に満足
している割合は「とても楽しい」67.0％、
「まあまあ楽しい」32.0％であり、子どもが
安心して活動できる場所が構築できているこ
とを確認できた。

[今後の方向性等]

【生涯学習課】

にのへ土曜
チャレンジ
塾事業

・中学生１・２年生を対象に３回実施し
た。(①R１.９.28②R１.11.２③R
１.11.30）
・参加者延べ人数：597人
・対象生徒数：410人
・参加実人数：376人

・各団体から協力を得て、多くのメニューで
実施することができた。

・学校の枠を越えた交流や、地域の素晴らし
さを知る学習など、土曜日を活用した有意義
な学びを提供することができた。

放課後子ど
も教室の開
催（地域学
校協働推進
事業）

地域の施設、人
材などを活用し
子どもたちが安
心して活動でき
る場を確保し日
常の中で多くの
人と関わり体験
的・交流的活動
を行う機会を提
供する

・市内６カ所で延べ910日開設、延べ
15,414人が利用した。

・中央小学校の「みなわ子ども教室」と
二戸西小学校の「斗米地域子ども教室」
は、児童クラブとの一体型として実施し
た。

・夏休みと冬休み期間の２回、全利用者
を対象にバスツアーを実施した。

・芸術文化及びスポーツを体験する機会
を提供した。

・指導者を対象に研修会を１回開催し
た。

・地域や学校と連携しながら地域人材を活用
し幅広い体験・交流活動機会を提供してい
く。

・子どもたちが安全で自主的な活動ができる
居場所として地域の方々や学校と連携しなが
ら開設、運営し、日常的に学年等を越えた交
流や学習・創作活動、芸術文化・スポーツ体
験の機会を提供することができた。

・内容の見直しを図りながら、地域の団体と
連携し、生徒が新たな体験や楽しい学びに取
り組める機会の提供に努める。

中学生１・２年
生を対象に、郷
土の歴史、文化
等にふれ、楽し
く体を動かすな
どの機会を提供
し、土曜日の教
育環境充実を図
る



分野３　社会教育の充実

項目

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ｂ　】

[今後の方向性等]

【数値目標】 【数値目標の実績】

市立公民館講座実施回数(回) 市立公民館講座実施回数(回)

　H28：207 　R１：192　(対H28目標 93%)

　H32：207 　　 　　　 (対H32目標 93%)
【各公民館】

[　継続　] ◎評価　【　Ｂ　】

[今後の方向性等]

【生涯学習課】

[　継続　] ◎評価　【　Ｂ　】

・図書館ボランティアによる読み聞かせや絵
本の贈呈を実施し、読書に親しむ機会を提供
することができた。

[今後の方向性等]

【数値目標】 【数値目標の実績】

図書貸出冊数（冊） 図書貸出冊数（冊）
・市立図書館 ・市立図書館
　H28：91,800 　R１： 91,204 (対H28目標 99%)
　H32：92,000 　　　　　　   (対H32目標 99%)
・カシオペアセンター図書室 ・カシオペアセンター図書室
　H28：6,450 　R１：  5,325 (対H28目標 83%)
　H32：6,500 　　　　　     (対H32目標 82%)

【図書館】

社会教育団
体の支援

次世代の育成や
地域課題に取り
組む社会教育団
体へ支援を行
い、地域の社会
教育活動の推進
につなげる

・継続して活動を支援している４団体に
対する補助金の交付
　二戸市ＰＴＡ連合会　　　　72千円
　二戸市ユネスコ協会　　　　45千円
　浄法寺ユネスコ協会　　　　45千円
　ガールスカウト岩手県第13団 45千円

・活動に対する相談等への対応

・社会教育活動が促進されるよう、団体活動
等への支援に努めた。１団体は支援を提案し
たが、活動の停滞を理由に申請がなかった。

・社会教育団体の活動状況把握に努めるとと
もに、継続して支援を行う。

図書に親し
むまち推進
事業

幼児期から本に
親しむ習慣を培
い理解力を育め
るよう児童図書
の充実と読書を
推進していく

・絵本の贈呈をきっかけに、親子で本に親し
む機会を提供したり、フォローアップ事業の
企画や広報活動により貸出増加につながるよ
う努める。

・図書貸出状況は、市立図書館、カシオペア
センター共に数値目標に達することができな
かったが、カシオペアセンターは前年度より
貸出冊数が増加した。市立図書館は新型コロ
ナウイルス感染症対策でR２.３月に小中学生
の入館制限、かっこう号の運行休止を行った
ため貸出冊数が減少した。

・ブックスタート（10カ月児）
　乳児149人に絵本を贈呈し、読みきか
せを実施した。（全10回）

・おはなしデビュー（３歳児）
　幼児175人に絵本を贈呈した。（全10
回）

多様な学習
ニーズにこ
たえる講座
の開催

市民の生涯学習
活動拠点とし
て、市民の学習
ニーズ、ライフ
ステージに応じ
た講座など学習
機会を提供する

・市民の学習ニーズの把握に努め、講座を実
施したが、後半に新型コロナウイルス感染症
予防対策のため中止となったものもあり、実
施回数が減少した。

・引き続き学習ニーズの把握に努めるととも
に現代的課題の講座の実施や休日開催を増や
し、市民が受講し易い環境を整備する。

　③社会教育施設を拠点とした市民が行う学習活動の支援

・広報にのへによる年間事業予定の周知
・広報、ポスター、チラシ等による講座
や教室の周知
・各年代（少年、一般、高齢者）に応じ
た講座や教室の実施
・文化祭の実施・各種サークルへの支援



分野３　社会教育の充実

項目

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

[今後の方向性等]

【生涯学習課】

[　継続　] ◎評価　【　Ｂ　】

[今後の方向性等]

【数値目標】 【数値目標の実績】

県立生涯学習推進センター研修参加者数
(人)

県立生涯学習推進センター研修参加者数(人)

　H28：34 　R１：31 (対H28目標 91%)
　H32：36 　　　  　(対H32目標 86%)

【生涯学習課】

施策

項目

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ｃ　】

[今後の方向性等]

【中央公民館】

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

・各公民館において施設修繕や設備更新
を行った。

・施設修繕と老朽化した設備の更新を実施し
た。また、石切所公民館の移転については今
後のスケジュール等を検討した。

〇金田一コミュニティセンター [今後の方向性等]

　釜沢分館軒先他修繕

　調理室内ガスメーター交換

　体育館雨漏り修繕

〇中央公民館

　下斗米分館給水ポンプ修繕

〇カシオペアセンター

　川又分館引込開閉器修繕

【各公民館】

中央公民館
整備の方向
性の検討

老朽化の進んだ
中央公民館のあ
り方、整備の方
向性を検討する

・修繕箇所や現状把握について内部協議
を行った。人口減少や区画整理に伴う石
切所公民館の移転建築と併せ、今後の公
民館のあり方について検討した。

・施設の老朽化と今後の施設使用について、
内部協議にとどまり、具体的な方向性に繋が
る検討に至らなかった。

・施設利用者の安全を第一とし、要望等も考
慮しながら施設修繕を行い、利用しやすい環
境整備に努める。石切所公民館移転について
は、老朽化が進んでいる中央公民館整備の方
向性も併せて検討する。

各種研修や
大会等への
社会教育関
係者の参加

社会教育事業を
推進するため
に、社会教育行
政に関わる職員
等の計画的な養
成、関係者の資
質向上に努める

・県立生涯学習推進センターの研修を中
心に県や県北教育事務所など各種研修会
等へ学校関係者、社会教育・家庭教育関
係者、職員等が参加した。

・数値目標は達成しなかったが、県立生涯学
習推進センターのほか、県北教育事務所や県
社会教育連絡協議会等関係機関の研修会や大
会等に参加し知識の習得や資質向上に努め
た。

・社会情勢の変化や地域課題解決に向けて幅
広い知識、資質向上が求められており、日頃
から学びを深めるとともに広く関係者への参
加を促す。

（２）社会教育施設の環境整備

施設の計画
的改修

・個別施設計画に沿い、建替えや施設の集約
化・複合化について慎重に検討を進める。

各公民館におい
て、計画的な改
修を行い適正な
施設管理を行う

専門職員の
配置

　④指導体制の充実

相談等に対し適
正な指導・助言
ができるよう専
門職員を配置
し、指導体制を
強化する

・継続して社会教育主事や社会教育指導
員を配置し、指導助言を行った。

・関係機関と連携し専門職員による適切な助
言、指導に努めた。また、県主催の研修会等
に参加し、専門職員の資質向上に努めた。

・社会教育行政に関わる職員、配置が義務づ
けられている社会教育主事の養成に努める。

　①公民館の整備



分野３　社会教育の充実

項目

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

・R１年９月下旬に館内蔵書点検を実施

・受入図書　3,679冊

・除籍　3,287冊

・また、H30年度から開始した「えほんパッ
ク」のメニューを増やしたことにより、テー
マを選んで利用できるようにした。

[今後の方向性等]

【数値目標】 【数値目標の実績】

蔵書冊数（冊） 蔵書冊数（冊）
・市立図書館 ・市立図書館
　H28：96,000 　R１：96,956 (対H28目標 101%)
　H32：97,000 　　　　　 　 (対H32目標 100%)
・カシオペアセンター図書室 ・カシオペアセンター図書室
　H28：32,000 　R１：36,074 (対H28目標 113%)
　H32：35,000 　　　　　　  (対H32目標 103%)

【図書館】

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

・閲覧室用イス等の布地張替修繕

[今後の方向性等]

【図書館】

蔵書の充実 市民の多様化す
るニーズに対応
し、一般図書か
ら郷土資料まで
収集整備し、生
涯学習活動を支
える

・市民からの要望を取り入れ、図書の充実に
努める。

施設の計画
的改修

市民が安全で快
適に利用できる
よう施設の管理
を行う

・蔵書点検を実施し適正な管理に努め、H30
年度より428冊増加し目標値を達成した。郷
土資料や図書館に必要な専門書籍のほか、市
民から要望の多い書籍や児童書の充実を目標
に購入した。

・退色や汚れが目立っていた閲覧室用イス･
ソファーの布地張替修繕を実施し、快適に利
用できる環境づくりを推進することができ
た。

・計画的に施設点検を実施し、必要箇所につ
いても早期に対応を進める。

　②図書館の整備



分野４　芸術文化の振興

施策

項目

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ｂ　】

・芸術文化団体への活動補助

　二戸市芸術文化協会　　90千円

　浄法寺芸能協会  　　  30千円

　二戸市民文士劇実行委員会 2,000千円 [今後の方向性等]

【生涯学習課】

[　継続　] ◎評価　【　Ｂ　】

・文化祭の開催委託　　1,760千円

　二戸会場：二戸市芸術文化協会

　浄法寺会場：浄法寺地区文化祭

[今後の方向性等]

【数値目標】 【数値目標の実績】

文化祭の入場者数(人) 文化祭の入場者数(人)
　H28：5,000 　R１：4,884  (対H28目標 98%)
　H32：5,500 　　　　　　  (対H32目標 89%)

【生涯学習課】

[　継続　] ◎評価　【　Ｂ　】

呑香稲荷神社神代神楽保存会

下斗米山伏神楽保存会

武内神社神楽保存会

坂本七ツ物保存会

金田一神楽保存会 [今後の方向性等]

上米沢鹿踊り保存会

深山神社神楽保存会

金田一大神楽保存会

駒ヶ嶺新山神楽保存会

大森大神楽保存会

浄法寺七ツ物保存会

浄法寺鹿踊り保存会

【文化財課】

郷土芸能保
存団体の育
成

郷土芸能団体の
技術的な向上と
継承、活動の活
性化を図る

・市指定無形民俗文化財（民俗芸能）団
体17団体のうち、活動をしている12団体
に対する育成補助金の交付
（70,000円×12団体）

・文化財愛護少年団育成補助金の交付
（18,000円×1団体）

・各団体とも各種イベントにおいて積極的に
出演することが増えてきている状況である
が、多くの団体が、後継者不足の課題を抱
え、財政的にも脆弱であることから、補助金
の交付により活動を支援することができた。

・引き続き、財政的支援を行い、郷土芸能祭
の開催支援などと併せて、郷土芸能について
市民への周知を図る。
・後継者の確保など各団体で抱える課題につ
いて連絡協議会などの場で協議検討を行い、
課題解決へつなげる。

下斗米文化財愛護少年団育成会

文化祭の開
催

市民の芸術文化
活動の発表の場
として、文化祭
を開催する

・地域の特性を活かした地域文化の継承や市
民が自主的に文化芸術活動に親しむために活
動発表や交流する場の提供に努めた。展示発
表数が前年より増えたが、入場者増加につな
がらなかった。　　　　　　　実行委員会

・若い世代をはじめ幅広い年代の市民が芸術
文化に親しみ体験、発表する機会の提供に努
める。

（１）芸術文化の振興

　①芸術文化団体・郷土芸能保存団体への活動支援

芸術文化団
体の育成

芸術活動への参
加の機会や芸術
鑑賞の機会を提
供し、芸術文化
の振興を図る

・市民が主体となった芸術文化活動への支援
を継続して実施するとともに、体験や発表の
機会提供に努める。

・芸術文化団体へ補助金を交付し、市民の自
主的な芸術文化活動を支援した。活動する各
団体は、各種大会や展示会、公演等で活動の
成果を披露し、地域の伝統文化を発信すると
ともに、市民が芸術文化に触れる機会を提供
することができた。・市民文士劇を実施する二戸市民文士劇

実行委員会への活動補助



分野４　芸術文化の振興

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ｂ　】

・二戸市郷土芸能祭開催補助金の交付

※R１年度
　

[今後の方向性等]

　・二戸地区郷土芸能発表会(一戸町)

　　１団体出演

　・北緯40°ナニャトヤラ連邦郷土芸能

　　交流祭(八戸市)中止

【数値目標】 【数値目標の実績】

郷土芸能祭の入場者数(人) 郷土芸能祭の入場者数(人)
　H28：450 　R１：420 (対H28目標 93%)
　H32：500 　　　　　 (対H32目標 84%)

【文化財課】

項目

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ｂ　】

[今後の方向性等]

【数値目標】 【数値目標の実績】

開催事業入場者数(人) 開催事業入場者数(人)
　H28：7,900 　R１：6,396 (対H28目標 81%)
　H32：8,000 　　　  　　 (対H32目標 80%)

【生涯学習課】

項目

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ｂ　】

　外テラス床タイル張替工事

　屋外喫煙場所設置工事 [今後の方向性等]

　機械室鋼製建具改修工事

【数値目標】 【数値目標の実績】

市民文化会館利用者数(人) 市民文化会館利用者数(人)

　H28：55,000 　R１：54,811 (対H28目標 99%)
　H32：55,000 　　　  　 　 (対H32目標 99%)

【生涯学習課】

市民文化会
館リフレッ
シュ事業

計画的な改修を
行い、施設の適
正な維持管理に
努める

　②芸術鑑賞等文化事業の充実

芸術鑑賞事
業の実施

優れた芸術文化
の鑑賞の機会を
提供するため、
舞台や音楽など
の鑑賞事業を開
催

・学校鑑賞事業は、質の高い音楽鑑賞や演劇
鑑賞を中心に実施した。一般鑑賞事業は、市
民が気軽に鑑賞でき、参加しやすい事業を企
画し、市民の芸術鑑賞文化への関心が高まる
よう工夫した。舞台入場者数の数値目標には
達しなかったが、新しい企画を取り入れるな
ど利用促進に努めた。

・子どもから大人まで、市民が優れた芸術文
化を鑑賞する機会や、気軽に芸術文化に親し
み参加できる機会の提供に努める。

・施設管理は適正に行われ、利用者数は数値
目標を概ね達成できた。

・自主文化事業の開催（計18事業）
　小・中・高校生を対象とした舞台芸術
鑑賞事業（学校鑑賞事業）や一般等を対
象とした映画上映会、さくらコンサー
ト、アマチュアバンドフェスティバル、
つるし雛展などの鑑賞型・市民参加型事
業（一般鑑賞事業）

　③文化施設の整備・充実

・優先順位を精査しながら計画的な施設の改
修を進め、利用しやすい環境づくりに努める
とともに、指定管理者や関係機関と連携し、
利用促進に向けた工夫に取り組む。

二戸市郷土
芸能祭の開
催支援

郷土芸能祭の開
催を支援し、郷
土芸能活動の活
性化を図る 　二戸市郷土芸能保存団体連絡協議会

　　　　　　　　　　　　 250,000円

・郷土芸能祭や各種イベントでの郷土芸能披
露及び視察研修を行い、郷土芸能活動の活性
化と市民の理解を深めることができた。

・今後も、郷土芸能祭の開催支援や各種イベ
ント出演情報の提供を行う。ただし、新型コ
ロナウイルス感染症の影響により、開催中止
等が懸念される。

・文化施設リフレッシュ計画に基づき、
施設の計画的な改修及び維持管理に努め
た。



分野４　芸術文化の振興

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

[今後の方向性等]

【数値目標】 【数値目標の実績】
文化交流センター利用者数(人) 文化交流センター利用者数(人)
　H28：11,000 　R１：11,405 (対H28目標 104%)
　H32：11,000 　　　  　 　 (対H32目標 104%)

【Jホール】

施策

項目

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

・H25年度から始まった事業は、年度内にす
べての修復事業が完了し、360年ぶりに往時
の姿によみがえった。

[今後の方向性等]

【数値目標】 【数値目標の実績】

保存修理事業進捗率(％) 保存修理事業進捗率(％)
　H28：49.5 　R１：100 (対H32目標 100%)
　H32：100

【文化財課】

項目

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ｂ　】

[今後の方向性等]

・繰越分については、相続登記が完了した後
速やかに買上を行う。また、併せてＲ２年度
分についても年度内の買上を目指し、地権者
と協議を進める。

【文化財課】

　②史跡九戸城跡の保護と活用

史跡九戸城
跡土地買上
事業

国史跡九戸城跡
指定地を公有化
し、保存措置を
講ずる

・R１年度２筆（274.3㎡）を買上予定で
あったが、契約前に地権者が亡くなった
ことで、相続登記が必要となり、協議・
手続きに時間を要することから、R２年
度へ繰越した。

・公有化計画総面積 189,620.23㎡に対
し、完了面積 181,730.28㎡（総面積に
占める割合95.8%）

・地権者との協議を進めていたが、地権者が
亡くなったことで、年度内の買上ができな
かった。

天台寺修復
事業

重要文化財であ
る天台寺の本
堂・仁王門の解
体修理を支援・
推進する

・重要文化財の所有者である天台寺と連携を
とり、適切な文化財の保護に努める。
・天台寺周辺の公民連携事業とも連動し、文
化財の活用を図る。

計画的な改修を
行い、施設の適
正な維持管理に
努める

・計画に沿って修繕や施設管理を実施し、利
用者の安全確保に努めた。

・優先順位を精査しつつ、計画的な施設の改
修を進める。

（２）文化財の保護と活用

・関係機関（国及びその外郭団体、岩手
県、天台寺）との協議を行い必要な情報
を共有しながら、保存修理委員会を開催
し、速やかな事業の推進を図った。

・円滑な事業推進のため補助金を交付し
た。

・保存修理事業については、計画通り実
施され、事業完了を迎えることができ
た。（事業主体：天台寺）

・防災施設等整備事業については、工事
分の入札不調などにより工事着手に遅れ
が生じたが、年度内完了することができ
た。（事業主体：天台寺）

　①天台寺本堂・仁王門保存修理事業の促進

・事務室冷暖房修繕工事
・その他、屋外排水修繕工事等の修繕を
実施した。

浄法寺文化
交流セン
ター改修事
業

・事務支援、補助金交付などを行い、事業の
推進を図ることができた。



分野４　芸術文化の振興

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

[今後の方向性等]

【文化財課】

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

・整備指導委員会の開催　２回
　　協議内容　
　　　第２期整備実施設計
　　　発掘調査の状況
　　　R１年度の事業実施状況

[今後の方向性等]

・引き続き、環境整備事業と併せて適切な保
護、活用に努める。

【文化財課】

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

[　新規　] [今後の方向性等]

【数値目標】 【数値目標の実績】

年間来訪者数(人) 年間来訪者数(人)
（ボランティアガイド案内者数） （ボランティアガイド案内者数）
　H28：3,500 　R１：8,893 (対H28目標 254%)
　H32：4,500 　　　　 　  (対H32目標 198%)

【文化財課】

史跡九戸城
跡保護活用
事業

国史跡九戸城跡
の保護、活用

・整備指導委員会を開催し、適切な史跡の保
護、活用の方向性を確認することができた。
・九戸城跡に関係する団体への支援を行い、
九戸城跡の保護・活用の推進を図ることがで
きた。

・九戸城を活かす会への補助金交付
（90,000円）

九戸城情報
発信・活用
事業

国史跡九戸城跡
の情報発信、活
用

・南部「御城印」プロジェクトとして、
青森県、岩手県の南部氏に関連する城館
が連携して御城印の販売を行った。

・パンフレットを作成し、情報発信を
行った。

・H30年度より続日本100名城スタンプラリー
が始まり、昨年度に引き続き多くの来訪者が
訪れた。
・継続事業のほか、新規事業として御城印の
販売や景観に配慮した維持管理を行ったこと
で、九戸城跡の情報発信・活用を図ることが
できた。

・九戸城エントランス広場の維持管理を
行った。

史跡九戸城
跡環境整備
事業

国史跡九戸城跡
の公園化

・史跡九戸城跡の発掘調査や整備実施設計を
策定し、R２年度からの工事着手に向け一歩
前進した。

・文化庁、史跡整備指導委員会の指導の
もと、第２期整備実施設計（本丸）を策
定した。

・史跡公園化の実現に向け、文化庁、史
跡整備指導委員会の指導のもと、本丸二
の丸の発掘調査を実施した。

（詳細は、埋蔵文化財発掘調査事業に記
載） ・史跡整備指導委員会の指導のもと、計画的

に史跡整備を行っていく。

・引き続き、情報発信に努め、来訪者の増加
や認知度の向上に努める。
・ボランティアガイドが会員数の減少や高齢
化などにより、活動が縮小することから、ガ
イドハウスの運営管理について、二戸市観光
協会に業務委託を行い、適切な来訪者への対
応を実施する。

・本丸二ノ丸の桜などの樹木に、病気や
コケ等が発生していることから、九戸城
跡整備振興基金を活用し、維持管理につ
いて業務委託を行った。



分野４　芸術文化の振興

項目

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

[今後の方向性等]

【文化財課】

[　継続　]H30～ ◎評価　【　Ａ　】

[今後の方向性等]

【文化財課】

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

・市内遺跡発掘調査事業

【民間開発】天台寺跡(２件/128.9㎡) [今後の方向性等]

【公共事業】土地区画整理事業：前小路
遺跡、上里遺跡群(２件/4,222.1㎡)

【文化財課】

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

[今後の方向性等]

・調査報告会の開催、体験学習の企画、企画
展の開催など埋蔵文化財の活用を推進する。

【数値目標】 【数値目標の実績】

埋蔵文化財センター入館者数(人) 埋蔵文化財センター入館者数(人)
　H28：520 　R１：1,359 (対H28目標 261%)
　H32：550 　　　　　　 (対H32目標 247%)

【文化財課】

文化財保護
事業

文化財等の保
護・活用

・二戸市文化財調査委員会議を開催し
た。

・H30.４.13「折爪岳のヒメボタル生息
地」が県指定天然記念物に指定となり、
保存活用計画の策定に向け調査研究を進
めている。

・指定候補案件の調査を行った。

・文化財調査委員会議を開催し、適切に文化
財の保護、活用が図られた。
・「折爪岳のヒメボタル生息地」が県天然記
念物となり、文化財を保護し次世代に継承し
て行くことができた。

埋蔵文化財
保存活用事
業

文化財保護の普
及

・体験学習の企画、受け入れを行った。
　（２回 28人）

埋蔵文化財
発掘調査事
業

埋蔵文化財包蔵
地の保護

【個人住宅】吉田館、堀野遺跡群、中曽
根遺跡、三ノ丸遺跡（４件/549.6㎡）

日本遺産申
請事業

文化財の活用を
図るため、日本
遺産認定を目指
す。

・続日本100名城スタンプラリー参加者への
入館の呼びかけと御城印販売が相乗効果を生
み来館者が増えいる。展示室を見学すること
で、埋蔵文化財の理解を深めるとともに普及
啓発を図ることができた。

【史跡調査】史跡九戸城跡：本丸、二ノ
丸大手虎口（２件/1,077.99㎡）

・「折爪岳のヒメボタル生息地」の保存活用
計画を協議するなど、適切な文化財の保護、
活用に努める。
・指定候補案件については、指定に向けた調
査を引き続き行う。

【申請ストーリー】
”奥南部”漆物語
～安比川流域に受け継がれる伝統技術～

・今後も、適切な調査に努める。
・現地説明会や発掘調査報告会等を開催し、
発掘調査及び遺跡の価値等について、理解度
を深める取り組みを行う。

[　新規　]
・R１年度より南部「御城印」プロジェ
クトとして、御城印の販売を行ったが、
販売場所を埋蔵文化財センターとしたこ
とから、展示室入館者数の増加につな
がった。

・円滑かつ適切に調査を実施し、埋蔵文化財
包蔵地の記録保存を行うことができた。

　③その他文化財の保護と活用

R２.１.15　関係各課及び八幡平市と協
議を進めてきた申請手続きを完了した。

・漆をテーマとして、八幡平市と共同での申
請を、予定通り完了することができた。

・庁内及び八幡平市との協議を進め、事業を
推進する協議会等を早期に立ち上げ、事業を
推進する。



分野４　芸術文化の振興

施策

項目

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

１　二戸歴史民俗資料館

・文化祭特別展

　「二戸市の子安さま　さまざま」

　来場者 330人

２　浄法寺歴史民俗資料館 [今後の方向性等]

・文化祭特別展

　「二戸市の子安さま　さまざま」

　来場者 115人

・文化講演会

　「天台寺保存修理事業の概要」

　来場者 55人

【数値目標】 【数値目標の実績】

・二戸歴史民俗資料館入場者数(人) ・二戸歴史民俗資料館入場者数(人)

　H28：1,100 　R１：1,234 (対目標 112%)

　H32：1,100

・浄法寺歴史民俗資料館入場者数(人) ・浄法寺歴史民俗資料館入場者数(人)

　H28：700 　R１：869 (対目標 124%)

　H32：700

・講座、企画展の開催(回) ・講座、企画展の開催(回)

　H28：８ 　R１：９  (対H28目標 113%)

【文化財課】 　H32：９ 　　　　   (対H32目標 100%)

項目

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ｂ　】

[今後の方向性等]

【文化財課】

項目

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

[今後の方向性等]

【生涯学習課】

史料叢書の
継続発刊

二戸市に関する
史実をきちんと
まとめ、後世に
残し伝えるた
め、数多く残さ
れている史料の
調査研究をしな
がら二戸市史を
刊行する

・書籍の発刊に加え、市史編さん室嘱託員が
図書館主催の古文書解読講座で講師を務める
など、歴史への興味を喚起する取組を実施し
た。

民俗資料の
収集・調査

歴史民俗資料の
収集、保存、調
査

　歴史民俗資料館において、民俗資料等
の収集、調査研究、各種照会への対応を
行った。

・講座「続・新にのへ物語Ⅳ」
  ５回開催　受講者 118人

（３）郷土への誇りと愛着を深める地域文化の継承

・入館者数については、両館ともに数値目標
を達成した。
・講座・企画展については、積極的な開催に
より、歴史・民俗資料の周知を図ることがで
きた。特にも、特別展では予想を上回る来場
者があり、調査員の日ごろの調査研究の成果
が出たものといえる。
・資料館については、民俗資料等の受け皿と
しての機能を果たすことができた。

　②歴史民俗資料館整備方針の検討

歴史民俗資
料館の整備
の検討

地域の歴史、文
化、民俗の各資
料の展示保管施
設の整備

・公民連携基本計画において位置づけられた
ことにより、検討の方向性が示された。

・引き続き、公民連携基本計画において九戸
城周辺地区、天台寺周辺地区での移転、建替
え、複合化集約化などについて慎重に検討を
進める。

・歴史民俗資料館の整備については、九
戸城周辺地区及び天台寺周辺地区のあり
方と併せて検討することとし、公民連携
基本計画に位置づけられた。

・市内に現存する史料は多数あり、継続して
史料の読解整理を進め、史料叢書等にまとめ
史実を残し伝えていく。

・史料叢書第二十集「藩政期の二戸 福
岡 浄法寺Ⅲ」を発刊した。

・引き続き、民俗資料の収集と調査研究を行
うとともに、多くの人が資料館を活用できる
よう、講座や企画展を開催していく。

　③市史編さん事業の推進

　①歴史民俗資料の収集と研究の推進



分野５　スポーツの推進

施策

項目

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

[今後の方向性等]

・引き続き、スポーツに触れ合える機会の提
供と、環境整備に努める。

【生涯学習課】

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

　水中運動教室　　　19回 234人 [今後の方向性等]

　柔道・剣道教室　　　　　75人

　浄法寺地区スポーツ教室　27人

　にのへ土曜チャレンジ塾

　（ニュースポーツ体験）３回　76人等
【生涯学習課】

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

[今後の方向性等]

【生涯学習課】

項目

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

[今後の方向性等]

【生涯学習課】

スポーツ推
進委員の研
修会参加

・各種研修会へ参加し、他地域の委員と交
流、情報交換するなど、様々な知見を得るこ
とができた。

・引き続き、自主開催にあわせ、他団体の開
催情報を把握し、参加者の資質向上に努め
る。

心身の健康の保
持増進やスポー
ツに参加する
きっかけとなる
ような機会を提
供する教室等の
開催に努める

・各種教室等については、幅広い世代の人た
ちを対象に計画どおり開催し、スポーツに参
加する機会を提供した。

・引き続き、心身の健康保持や増進、健康寿
命を延ばすため、二戸市体育協会や関係機関
との連携し、健康スポーツ教室等の開催に努
める。

スポーツ関
連情報の提
供

健康スポー
ツ教室・出
前講座

スポーツ・
交流大会・
スポーツイ
ベント・
フォーラム
等の開催

子どもから高齢
者まで、さまざ
まなライフス
テージでスポー
ツを楽しむこと
ができる機会や
地域住民のニー
ズに応じたス
ポーツ活動の環
境の提供に努め
る

・市体育協会や体力つくり振興会等と連
携し、各種大会等を開催した。
　ニュースポーツ交流大会　115人
　体力つくり野球大会　　　19チーム
　体力つくりソフトバレー大会
                          ５チーム
　市内少年野球大会　　　　５チーム
　市民水泳大会　　　　　　126人
　市内小中学校相撲大会
　                    ８校 16チーム
　市内スキー選手権大会　　 27人
　ナイターバレーボール大会 ３チーム
                                等
　市民総参加スポーツ大会
　　※台風のため中止

（１）ライフステージに応じたスポーツ活動の推進

・計画した各種大会を開催することにより、
スポーツを楽しむ機会、スポーツ活動の環境
の提供に努め、状況に応じ地区大会との合同
開催やオープン参加を認めた大会が行われ
た。

・市民総参加スポーツ大会は台風のため中止
の判断をしたが、その他の大会は参加者の安
全に配慮し実施した。

・市体育協会や体力つくり振興会等と連
携し、各種教室等を開催した。

　①生涯にわたるスポーツの推進

　②地域のスポーツ環境の整備

「スポーツを支
える（育てる）
人」としての研
さんは不可欠で
あり、各種の研
修会への積極的
な参加を進め、
資質の向上に努
める

・初任者研修や県研修会に参加し、幅広
く他地域の事例を学んだ。東北地区研修
会（福島県）は、台風被害のため中止、
二戸地区研修会は新型コロナウイルス感
染予防のため中止。

各種大会の開催
情報、結果情報
を発信し、ス
ポーツに対する
意識の高揚と興
味の増進に努め
る

・市体育協会や各競技団体と連携を密に
し、広報にのへやホームページを活用
し、スポーツ開催情報や結果の周知を
図った。（お知らせ号へ毎月掲載）

・広報にのへやホームページを活用した情報
提供に努めた。過去の大会結果や、広報にの
へに掲載できなかった成績もホームページで
紹介し、市民の活躍や取り組みの発信に努め
た。

・広報、ホームページを活用し、迅速かつ的
確に情報発信を行う。



分野５　スポーツの推進

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ｃ　】

[今後の方向性等]

【数値目標】 【数値目標の実績】

・総合型地域スポーツクラブ数(団体) ・総合型地域スポーツクラブ数(団体)
　H28：２ 　R１：２ (対H28目標 100%)
　H32：３ 　　    　(対H32目標 67%)
・加入者数(人) ・加入者数(人)
　H28：450 　R１：296 (対H28目標 66%)
　H32：500 　　　　　 (対H32目標 59%)

【生涯学習課】

項目

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ｂ　】

[今後の方向性等]

【生涯学習課】

項目

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ｂ　】

[今後の方向性等]

　R１年度実績　15団体 430回 5,623人
【生涯学習課】

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

・総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室暖房機修繕

・総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ屋上防水ｼｰﾄ修繕

・総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ真空ﾋｰﾀｰ修繕 [今後の方向性等]

・浄法寺運動公園ﾊﾞｯｸｽｸﾘｰﾝ・遊具修繕

・浄法寺体育館受変電設備改修工事

・総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ機器更新
【生涯学習課】 等

[　継続　] ◎評価　【　Ｃ　】

[今後の方向性等]

【生涯学習課】

総合型地域
スポーツク
ラブの支
援・育成

身近な地域でス
ポ－ツに親しむ
ことのできる環
境を充実させる
ため、地域住民
の自主的な運営
を目指す「総合
型地域スポーツ
クラブ」の支
援、育成に努め
る

・浄法寺スポーツクラブ、氷上スポーツ
クラブの活動に対し、広報等での周知や
実施事業に対し補助を行った。

スポーツ施
設整備基本
構想の策定

市民が、安全に
楽しくスポーツ
に親しめ心身の
健康保持、増進
を推進するとと
もに、全国レベ
ルの選手の育
成・強化を図る
環境整備のため
基本構想の策定
をする

・既存のスポーツ施設について、施設の維持
に関しては検討を行った。スポーツ施設整備
基本構想の策定には至らなかった。

・スポーツ施設全体の基本構想の策定にむ
け、利用者、利用団体等とも協議し、市民が
安全にスポーツに取り組める環境整備・施設
整備について検討を進めていく。

・文教施設指定管理等検討委員会を開催
することができず、修繕等予算の検討に
とどまった

・カーリング施設に関しては、カーリン
グ関係者からの課題解決に対する意見・
提案を受け、庁内検討会を行った。

学校体育施
設開放事業

多くの市民がス
ポーツに触れ合
えるために、ス
ポーツ施設や学
校体育施設の効
果的・効率的な
活用に努める

・学校の体育施設を開放することによ
り、スポーツ活動に取り組みやすい環境
づくりに努めた。

・継続的に市民へ周知し、利用促進に努め
た。

・引き続き、施設の有効活用に努める。

スポーツ施
設の計画的
改修

老朽化が進んで
いるスポーツ施
設は計画的に整
備・改修を進め
る

スポーツ指
導者講習会
の開催

各地域におい
て、心身の健康
の保持増進等を
気軽に取り組む
ことができる環
境を整えるた
め、環境を支え
る人材の育成に
努める

・市体育協会等と連携し、指導者講習会
を開催した。

　スポーツ少年団指導者講習会

・講習会を開催し、指導者の資質向上・人材
育成の機会を提供し、講習会を開催した。

・引き続き、他団体の開催情報を把握し、講
習会参加を促すなど参加者の資質向上に努め
ると共に、参加者を増やす取組も検討する。

　④スポーツ施設の整備・充実

・老朽化の状態に応じて、計画的かつ適切に
改修を進めており、達成できた。

・利用者、利用団体、指定管理者と協議を重
ね、安全な施設運営に必要な整備・改修を進
める。

・新規に創設を目指す団体の発掘や新クラブ
創設への支援は低調だったが、既存クラブへ
の支援は計画どおり実施できた。

・引き続き、既団体の支援とともに新たな団
体の創設に努める。

　③スポーツを通した健康づくりの推進



分野５　スポーツの推進

施策

項目

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

[今後の方向性等]

【生涯学習課】

[　継続　] ◎評価　【　Ａ　】

[今後の方向性等]

【生涯学習課】

[　継続　] ◎評価　【　Ｂ　】

[今後の方向性等]

【生涯学習課】

項目

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ｂ　】

[今後の方向性等]

【生涯学習課】

トップアス
リート等に
よるスポー
ツ教室・講
演会等の開
催

夢や希望を育
み、競技力を向
上させる意識高
揚を図るため、
トップアスリー
ト等によるス
ポーツ教室・講
演会等を開催す
る

・県大会レベルの大会が開催され、高い
レベルの技術を見ることができたが、市
主催による事業の実施には至らなかっ
た。

・トップアスリートの講演等を独自開催する
ことはできなかったが、ラジオ体操・みんな
の体操会の実施や各種スポーツ選手巡回指導
事業等の情報発信に努めた。

・各種団体等と連携し、トップアスリート等
によるスポーツ教室・講演会等の開催につい
て、情報発信にも努めていく。

各種スポー
ツ教室の開
催

・市体育協会や各競技団体等と連携し、
各種教室等を開催した。

　柔道・剣道教室　　　　　75人
　スキー選手権大会　　　　23人

・各種教室等では、小中学生を対象に計画ど
おり開催し、技術等の向上につながった。

・競技者や各種団体の意向把握し、スポーツ
教室等を開催する。

「二戸市
小・中学生
スポーツ活
動指針」に
係る調査の
継続

小中学生の健全
な心身の育成に
つながるスポー
ツ活動の実態把
握のため調査を
行う

　各学校、スポーツ少年団等に対しス
ポーツ指針（改訂版）の周知徹底に努め
た。

・県の方針改定に伴い、「二戸市小学生・中
学生スポーツ活動指針」を改訂し、各学校、
スポーツ少年団等への周知に努めた。

・二戸市小・中学生スポーツ活動指針（H31.
４月改訂版）の周知徹底と共に、現状把握調
査を行い、小・中学生の健全な心身の育成に
努めるよう指導者等の協力を得ていく。

各種スポー
ツ団体の育
成・支援

・各種スポーツ団体の活動に対し、補助
金等の支援を行った。

　いわて国体記念スポーツ交流事業補
　助金（5団体）　　　　　　 500千円
　市体育協会補助金　　　　3,000千円
　市スポーツ少年団補助金　　 60千円
　市体力つくり振興会補助金　600千円
　浄法寺地区体育祭実行委員会補助金
　　　　　　　　　　　　　　300千円
　県民大会相撲競技補助金　　150千円
　ラジオ体操・みんなの体操会補助金
　　　　　　　　　　　　　　673千円

・補助金の活用により、他地域との交流が図
られ、市内競技者のレベルアップにつながっ
た。また、シビックセンター20周年記念事業
として開催した「ラジオ体操・みんなの体操
会」は、多数の参加があり、市民の健康・体
力つくりに対する意識付けのきっかけとなっ
た。

・補助事業の周知徹底を図り、引き続き、各
種団体等に対して支援を行うと共に、健全な
団体育成に努める。

（２）競技力向上に向けた選手の育成と指導者の養成

　①選手の育成・強化と競技力の向上

　②トップアスリートにふれる機会の創出

各種競技人口の
増加と競技力の
向上を図るた
め、学校部活
動、地域スポー
ツクラブ、ス
ポーツ少年団等
と連携に努める



分野５　スポーツの推進

項目

事業名 目　的 令和元年度の取組状況 評価及び今後の方向性等

[　継続　] ◎評価　【　Ｂ　】

[今後の方向性等]

【数値目標】 【数値目標の実績】

・市登録スポーツ指導者数(人) ・市登録スポーツ指導者数(人)
　H28：150 　R１：147 (対H28目標 98%)
　H32：160 　　    　 (対H32目標 92%)
・日本体育協会公認資格取得者数(人) ・日本体育協会（現日本スポーツ協会）
　H28：50 　公認資格取得者数(人)
　H32：55 　R１：59　(対H28目標 118%)

  　　　　 (対H32目標 107%)
【生涯学習課】

[　継続　] ◎評価　【　Ｂ　】

[今後の方向性等]

【数値目標】 【数値目標の実績】

市スポーツ推進委員活動参加延べ人数
(人)

市スポーツ推進委員活動参加延べ人数(人)

　H28：55 　R１：56　(対H28目標 102%)
　H32：60 　　　　 　(対H32目標 93%)

【生涯学習課】

スポーツ推
進委員の活
動機会の拡
充

スポーツに関す
る活動や、選手
の育成や大会等
の運営に積極的
に参画できる環
境整備に努める

・各種大会の開催により、スポーツ推進委員
が継続参加し、運営や指導の立場でその知識
や経験を発揮する機会ができた。

・推進委員と共に新たな活動の場の検討を進
めるとともに、熱意と能力がある指導者を発
掘し、資質向上のための研修等を充実させ
る。

　③スポーツ指導者等の養成・研修

スポーツ指
導者研修会
の開催

スポーツ指導者
等が専門能力を
習得する研修会
等を開催し、指
導者及び審判員
等の養成に努め
る

・講習会を開催し、指導者の資質向上・人材
育成の機会を提供した。

・引き続き、自主開催にあわせ、他団体の開
催情報を把握し参加を促すなど、参加者の資
質向上に努めると共に、参加者を増やす取組
も検討する。

・市体育協会等と連携し、指導者講習会
を開催した。

　スポーツ少年団指導者講習会

・スポーツ推進委員が運営や指導に参画
し、各種事業を行った。
　
　ニュースポーツ交流大会
　市スポーツ推進委員研修会
　ラジオ体操・みんなの体操会


